
豊かなふるさとの自然環境を守り、美しい景観を維持してき

た日本の米作りも、⾼齢化や後継者不⾜、耕作放棄地の増加

など様々な問題を抱えており、東⾦市においてもそれらは例

外でありません。今こそ地域の多くの⽅々が、⼩さな利益に

とらわれずに結び合い、支え合う仕組み作りを一緒に考える

ときがきました。

全国 800 の村々を訪ね歩いた⺠俗研究家「結城登美雄」氏が語る『国に頼らず、作り手と食べ手が直接

支えあう、古くて新しい試み』から、いま⼀度「⾷べる⼒（⾷）」と「作る⼒（農）」がお互いに支え合

う仕組みをみんなで一緒に考えてみませんか。

日 時 平成 25年 2月７日（木）14:00〜15:30（受付 13:45〜）

場 所 東⾦⽂化会館 第２会議室

講

定

入場無料
師 結城 登美雄 氏
≪講師プロフィール≫
1945 年中国東北部（旧満州）生まれ。山形大学人文学部卒業。

仙台で広告会社経営に携わった後、東北各地を 10 年以上歩きながら、

住民を主体とした地域づくりの手法「地元学」を提唱し、「食の文化祭」

など地域づくりを行う。1998 年「NHK 東北ふるさと賞」、2005 年「芸

術選奨文部科学大臣賞（芸術振興部門）」を受賞。著書「山に暮らす 海

に生きる 東北むら紀行（無明舎出版）」「東北を歩く 小さな村の希望を

旅する」（新宿書房）「地元学からの出発 この土地を生きた人びとの声

に耳を傾ける」（農山漁村文化協会）等多数。
員 100 名（先着順） 参加のお申し込み・お問い合わせは...

東北大学大学院の非常勤講師を現任。

お名前
ＴＥＬ ０４７５－５０－１１３７

ＦＡＸ ０４７５－５０－１２９７

（東⾦市 建設経済部 産業振興課内）
E-mail sangyo@city.togane.lg.jp
・参加人数・連絡先電話番号をお知らせください。


